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２
千
戸
近
い
農
家
が
毎
年
離
農

高
齢
者
が
支
え
る
県
農
業

・

兵
庫
県
農
業
の
実
態
で
す

が
、
五
年
に

一
度
の
農
業
セ

ン
サ
ス
（
農
業
の
国
勢
調
査
、

二
〇

一
〇
年
）
に
よ
る
と

①
総
農
家
戸
数
は
、
九
万

五
千
四
百
九
十
九
戸
で
、
五

年
前

（
十
万
四
千
九
百
九
十

戸
）
に
比
べ
、
九
千
九
百
四

十

一
戸

（
９

ｏ
Ｏ
の
）
減
少

し
た
「
年
平
均

一
千
九
百
八

十
八
戸
の
離
農
で
あ
る
。

②
販
売
農
家

（
三
十
灯
以

上
か
年
五
十
万
円
以
上
の
売

上
の
あ
る
農
家
）
は
、
五
万

六
千
七
百
九
十
三
戸
で
、
五

年
前

（
六
万
五
千
百
四
戸
）

に
比
べ
、
八
千
三
百
十

一
戸

（
‐２

ｏ
８
の
）
減
少
し
た
。

③
販
売
農
家
の
就
業
人
口

は
七
万
三
千
三
百
六
十
六
人

で
、
五
年
前
に
比
べ
て
二
万

六
百
三
十
七
人

（
２２

ｏ
Ｏ
の
）

減
少
。
平
均
年
齢
は
六
十
七

ｏ
八
歳
。
六
十
五
歳
以
上
が

な
ん
と
６８

ｏ
４
り
で
あ
る
。

農
家
の
間
で
は

「県‐
農
業

は
あ
と
十
年
、
い
や
五
年
も

つ
か
」
と
自
嘲
気
味
に
よ
く

語
ら
れ
る
。
長
年
続
い
た
農

産
物
の
自
由
化
を
お
し
す
す

め
、
農
業
で
は
生
計
を
成
り

立
た
な
く
さ
せ
た
結
果
で
あ

る
。丁

Ｐ
Ｐ

「
受
け
皿
」
づ
く

り
の
規
模
拡
大
政
策

・

自
民
党
政
権
時
代
か
ら
、

一
方
で
農
産
物
の
自
由
化
を

お
し
す
す
め
、
も
う

一
方
で

輸
入
農
産
物
に
対
抗
で
き
る

兵
塁

運

動
言

豪

優

上

野

一信

行

農
業
を
め
ざ
す
と
し
て

「規

模
拡
大
」
が
推
し
進
め
ら
れ

て
き
た
。
民
主
党
に
政
権
交

代
し
、
今
、
自
民
党
農
政
を

は
る
か
に
上
回
る
規
模
拡
大

政
策
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。

■
人

ｏ
農
地
プ
ラ
ン
」
と

言
わ
れ
る
も
の
で
、
平
地
で

二
十
～
三
十
診
、
中
山
間
地

で
十
ヽ
二
十
診
の
経
営
体
を

作
る
と
い
う
も
の
。
自
民
党

政
権
最
後
の
規
模
拡
大
政
策

で
あ

つ
た
品
目
横
断
的
政
策

八
個
別
四
診
、
集
落
営
農
二

十
診
）
を
は
る
か
に
上
回
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
五
年

間
で
行
い
、
耕
地
面
積
の
八

割
程
度
を
集
積
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
推
進
す
る
に
は
小

さ
い
農
家
の
多
く
に
農
業
を

や
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
。
自
然
に
は
実
現
し
な
い

の
で
、
「農
地
集
積
協
力
金
」

な
る

「離
農
促
進
協
力
金
「

と
も
言
う
べ
き

一
時
金
が
、

農
地
の

「出
し
手
」
に
は
十

灯
当
た
り
三
十
万
円
か
ら
七

十
万
円
、
「受
け
手
」
に
は
十

灯
当
た
り
二
万
円
が
支
払
わ

れ
る
。
こ
れ
は
多
額
の
税
金

を
使

っ
て
大
量
に
離
農
者
を

作
る
も
の
で
あ
る
。

当
初
は
、
離
農
者
が
再
び

農
業
に
復
帰
し
な
い
よ
う

に
、
田
植
え
機
、
ト
ラ
ク
タ

Ｌ
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
を
「廃

棄
処
分
か
無
償
譲
渡
せ
よ
｝

の
条
件
が
あ

っ
た
が
、
さ
す

が
に
こ
れ
は
農
家
か
ら
猛
反

発
を
受
け
な
く
な

っ
た
。
こ

の
よ
う
な
政
策
を
ま
と
も
に

実
行
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
　
　
　
　
　
　
―

県
、
自
治
体
の
役
割
は

・

重
要
　
　
　
　
　
・

こ
れ
ら
の
政
策
を
実
際
に

推
進
す
る
の
は
地
方
自
治
体

で
あ
る
。
と
り
わ
け
県
の
権

限
は
大
き
い
。
唯
々
諾
々
と

国
の
政
策
を
お
し
つ
け
る
よ

う
な
こ
と
を
や

っ
て
は
な
ら

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
．

第

一
に
、
県
は
、
選
別
、

排
除
の
立
場
に
た
た
な
い
こ

と
。
経
営
規
模
に
よ

っ
て
選

別
し
た
自
民
党
時
代
の
品
目

横
断

‐‐
的
政
策
か
ら
、
民
主
党

政
権
は
、
ま
が
り
な
り
に
も

す
べ
て
の
農
家
を
対
象
に
し

た
戸
別
所
得
補
償
政
策
を
採

用
し
た
。
県
は
ヽ
経
営
規
模

で
選
別
せ
ず
、
「
や
り
た
い

人
、
続
け
た
い
人
」
は
す
べ

て
大
事
な
県
農
業
の
担
い
手

で
あ
る
と
し
て
支
援
の
対
象

に
す
る
こ
と
。

第
二
に
、
農
村
で
は
、
「な

ん
と
か
集
落
の
農
地
を
守
ろ

う
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
よ

う
」
と
頑
張
っ
て
い
る
農
家

が
た
く
さ
ん
い
る
。
こ
れ
ら

農
家
の
意
見
を
よ
く
聞
き
尊

重
す
る
こ
と
。

第
二
に
、
画
期
的
な
青
年

就
農
給
付
金

（年
百
五
十
万

円
、
最
長
五
年
）
に
、
「人
一

農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け

る
」
な
ど
の
条
件
は
つ
け
な

い
こ
と
。
国
に
も
要
請
す
る

こ
と
。
・

第
四
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

は
反
対
す
る
こ
と
。
県
は
ヽ

最
悪
の
場
合
ハ
県
内
農
家
が

二
〇
二
〇
年
に
六
割
減
、
総

農
家
数
は
現
在
の
四
割
弱
の

三
万
六
千
戸
に
減
少
す
る
、

耕
地
面
積
も
四
割
弱
の
二
万

三
千
診
に
減
少
と
試
算
し
た

は
ず
で
あ
る
。

今
、
県
農
業
は
正
念
場
に

立
た
さ
れ
て
い
る
。
県
を
先

頭
に
、
市
町
、
農
家
が
一
体

と
な
っ
て
県
農
業
再
建
の
た

め
に
努
力
す
る
時
で
あ
る
。


